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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
ホームは、ベランダが広く、布団を干したりする日常的なことのほか、大勢でバーベキューを楽しんだり
も出来る。また、２階からの眺めは、木曽三川公園のタワーや、山々が見え、自宅にいながらにして旅行
気分も味わえる。ホームの特徴として、一つ目に、職員や利用者がとても明るく、食事中も何気ない会話
で声を出して笑っている。二つ目に、ホームが地域に密着しており、利用者が近所の喫茶店に行く時も、
お店と連携が取れ、利用者は安心してコーヒー等を楽しむことが出来る。三つ目は、利用者の日々の生
活の中での話しにいつも耳を傾け、気づきが多く、もし何か起きたとしても早めのケアが出来ることであ
る。日帰り旅行も取り入れ家庭的なホームである。

基本情報リンク先

特定非営利活動法人『サークル福寿草』

所在地 愛知県名古屋市中村区松原町１丁目２４番地Ｓ101

訪問調査日 平成21年12月2日

評価機関名

http://www.aichi-fukushi.or.jp/kaigokouhyou/index.html

所在地

評価結果市町村受理
日

平成22年1月7日

1  自己評価及び外部評価結果

法人名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 「生きているってすてき！」と思えるうち作りがわがグループホームの願いです。ご利用者本人の尊厳を
守り、認知症という生活障害は援助することによって、あるいはみんなと力を合えわせることによって、
生活を送ることが出来るはず、と模索しています。日々の活動ではお天気の良い日は出来るだけ散歩
に出かけ、普通に生活している様子を皆さんにも知っていただこうと活動しています。生活の中でも楽し
みになること、外出や外食も始終出かけます。夏祭りや運動会も行っています。また、作った雑巾を地域
の人たちにもっていき、お役に立てることへの取り組みも欠かしません。児童館の子供たちと、七夕やク
リスマスには定期的に交流をもち、昔遊びの道具を作っては子供たちと一緒に楽しんでいます。昔遊び
の名人が子供たちの前で腕前を披露する顔が得意げで楽しみです。

事業所名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんどない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

4. ほとんど掴んでいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の　　　　人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて　　　　活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

①機会があれば唱和をし、自分の言葉で理
念を話せるように指導している。
②日々理念を思い出し利用者様が楽しく過
ごして頂ける様にしている。
③自分らしく誇りを保ち自分でやれる喜びと
達成感のある暮らしのサポートを基本として
います。
④毎月のミーティングで必ず理念を振り返り
反省や見直しをしながら理念に基づく様業
務をしている。
⑤定期的にミーティングや研修を行い理念
を共有している

朝のミーティング時など、機会があれば理念
を唱和している｡職員は、理念を理解してお
り､日々の業務を行っている｡管理者は新人
に対して､研修だけではなく、日常から理念
に基づき指導している｡

①イベント等でも自然である。交流も深まり
「ご近所さん」のようにホームらしくない動き
を目指し心がけている。
②③④⑤夏祭り・運動会・七夕・文化祭の行
事で地域の方との交流を持つようにしてい
る。

ホームは、町内会に加入している。利用者が
散歩中に、地域住民と話す機会もあり、住民
が施設へ野菜の差し入れを持って来てくれ
る事もある｡施設主催の夏祭りには、多くの
住民が参加され、地域の行事になっている。

①代表が認知症キャラバンメイトでの活動
を基本に地域の方々に理解を求め老人会・
町内会での交流方法を常に考え話し合い
の場を設けている。理解を深める為の手段
の工夫はされている。
②地域の方とは散歩や買い物で会話を持
つようにしています。
③管理者が行っていると思われる。
④⑤携わっていません。

①会議では多方面に意見を求め現在の実
情に合わせ意見交換をしサービス向上に努
めている。
②③④リーダーが会議に参加し話し合われ
た事の報告を受けより向上するよう再度見
直しを行う。
⑤携わっていません。

2ヶ月に1度行政が参加し、定期的に開催してい
る。地域住民や家族等、参加者の都合により時
間を決めている。会議内で、ホームを知って頂く
ために、散歩の範囲を広めてはの意見で、散歩
時少し遠回りし地域の方に挨拶している。

①推進会議では保険者・包括センタ－の職
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

①推進会議では保険者・包括センタ－の職
員との情報交換や意見交換の機会は設け
ている。地域の実情に合わせ改善策の話し
合っている。
②③④⑤携わっていません。

市職員とは、日常的な情報交換のほか、市
の主催のキャラバンメイトの講師をすすめら
れ、近隣の公民館で、地域の方々に「認知
症について」の講師を行っている。

①拘束の事はミーティングで話し合いを多く
取り入れケアのあり方を考えている、職員
の認識はあり場面毎に話し合うようにして
いる。我がユニットでは「振り回されてみよ
う」の意識を持つように指導している。　又
新人には場面毎に説明し指導をしている。
先輩職員も指導している。
②③④⑤日々の業務、ミーティングや勉強
会の中で拘束の理解を深めていけるように
している。

新人教育の一環として、「身体拘束とは」について
具体的に伝え、身体拘束をしないケアの実践をし
ているが、１階は安全のためユニット入り口を時
間を決めて施錠することもある。２階はいつでも
開放され、利用者は自由にベランダに出ることが
出来る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

①代表からは情報を受けている。見学時に
は必要な方には説明させて頂いている。今
後の勉強会を利用し学びの場を増やし職員
に対し知識を深めていきたい。
②リーダーからの情報により勉強する機会
を頂いている。
③勉強していきたいと思っています。
④勉強会があり学び必要のある方には支
援をしている。
⑤定期的な研修やミーティングで指導を受
けている。

　
①契約時、重要事項入居者の権利擁護を
説明し時間を使って説明し同意を得てい
る。又状況に合わせ報告をし文書で同意を
得、家族の意見に耳を傾け実情に合わせ
ている。職員にも伝え共有している。
②③⑤携わっていません
④パンフレットはユニットに置いてあるが細
かい内容は管理者が行っている。

①職員間で対応策の取り決めを行い速や
かに対応、上肢に報告、検討を行う様にし
ている。日頃より家族の方の意見に耳を傾
け話し合う時間を作っている。
②家族からの意見要望は職員同士共有し
良い方向へつなげていけるようにしている。
③傾聴する事に心がけている。
④様子を把握し表情や態度で不満な気持
ちを話して頂ける様にしている。

来所時に、家族から意見や要望を聴く仕組みが
ある。家族からの個々の要望に応えて行くように
日々努めている。運動会前日に家族から電話連
絡があり、話しが通じず家族に迷惑をかけた反省
として、電話は各ユニットにつなぐように改善して
いる、

①職員と意見を積極的に話が出来る様に
管理者より話しかけ改善に向けて行ける
様、確認しあう場が多い。
②自分の意見はリーダーに話し相談にのっ
て頂いている
③常に疑問がある時にはリーダー等に相談
している。
④ミーティングの中での時間を設けている
がその他でも話しを聞いて頂いている。
⑤職員間でも問題意識を共有しそれを管理
者に無難に伝えられる雰囲気がある。

毎朝申し送り時に、職員から業務について提案や
意見を聴いている。また、月1回は、ユニット毎に
食事会を設け、何でも言いやすい雰囲気を作って
いる。さらに、職員は年間目標を掲げ、達成度を
確認している。個別面談で職員一人ひとりと話し
合う機会もつくっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

①管理者は各ユニットを訪れ職員の体調・
意見等を聞き反映している。リーダーに職
員の努力の成果を聞いたり資格取得の研
修に参加出来る様努めている。管理者は常
に職員の健康管理に気を配り環境整備に
努めている。
②職員同士体調を知り利用者様に負担に
ならない様に気をつけている。
③携わっていません。
④月に２回の希望休は約束されている。２
日以上の希望休があるときは職員同士で
話合う。
⑤携わってはないが職場環境条件を無難
に伝えられる雰囲気がある。

①レベルに合わせた研修も多い。レベル別
研修制度を儲けスキルアップに向けた仕組
みにしている。他より講師を招き勉強会もあ
る。
②職員のレベルに合わせて勉強会を開い
て頂いている。
③職場での行動をリーダーは見守って下さ
りアドバイスを受けています。
④月に一度職員のレベルに合わせ、勉強
会を設けている。その他研修に参加出来る
様、機会を作ってくださる。
⑤携わってはいないが、法人内外の研修を
受ける機会を多く頂いている。

①GH協議会や他の研修等で情報交換を行
い参考にさせて頂いている。
②研修会・勉強会に参加し自分のスキル
アップに努めていきたい。
③携わっていませんが、リーダーが研修な
どで勉強された事を聞かせてもらっている。
④ほかのグループホームの集いには管理
者、リーダーが参加されている。
⑤携わっていません。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

①本人の現状を確認し他の他の入居者と
の共同生活に適しているかを見極め、初期
段階では１対１の対応をが多い。　②仲間
作りに心がけ気の合う仲間を見つけ安心し
て過ごせるようにしている。
③携わってはいませんが、リーダーより今
後のケア内容を説明していただいてます。
④初期の段階ではリーダーがしばらく一対
一で対応し、的確に信頼を築き、職員に繋
げ自分なりにも働きかけ本人を良く知るよう
勤める。
⑤携わっていません。
①時間をかけて説明し確認しあっている。
本人の望む事を家族との聞き取りの中で受
け止め安心して頂ける様努めている。
②リーダー中心に行って頂いているが利用
者様の良い所を話し安心して頂ける様にし
ています。
③携わってはいませんが、リーダーより今
後のケア内容を説明していただいてます。
④⑤携わっていません。

①入居継続を可能にする為家族、医療と連
携を取り時間をかけて話し合う機会を設け
ている。
②職員同士話し合いを行いその方に合った
対応が出来るようにしている。
③携わってはいませんが、リーダーより今
後のケア内容を説明していただいてます。
④管理者、リーダーから報告があるので指
示に従い、対応に努めてます。
⑤携わっていません。

①職員を我が子の様に接して下さる中でも
大先輩として尊厳を抱き喜怒哀楽を共にし
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

大先輩として尊厳を抱き喜怒哀楽を共にし
ている。
②時には相談にのって頂いたり相談を受け
たりする中で、信頼関係を作る様にしていま
す。
③利用者様を父母だと思い、親孝行のつも
りで接しています。
④色々と教えていただく立場として接し、人
生の先輩として相談にのっていただいたり、
一緒に楽しんだり時には泣いたり異体同心
の気持ちを持って努めています。
⑤目上の人として接し、色々と教わる事が
多い。
①気軽に話しが出来る雰囲気は作り出して
いる。時には家族間の調整を行い支援して
いる。
②ホームに来て頂いた時は安心して頂ける
様良い所を話す様にしています。
③利用者様の気持ちを伝え、家族様と一緒
に安心な暮らしが出来る様話し合っている。
④ご家族が見えたときしっかりとした（不安
を持たせないよう）対応（利用者様の日々の
生活を報告し信頼関係が深められるよう努
めている）
⑤ホームでの生活の様子を写真や文章な
どで記録したり、行事に家族を招待し家族と
信頼関係が築けるよう努力している。

①本人の望む事を多く取り入れる事で今ま
での生活との変化のない様に努力してい
る。
②喫茶店や児童館に出向ける機会が持て
る様にしています。
③兄弟姉妹友人等への連絡支援。
④ドライブや遠足など外出時に取り入れた
り、来訪された方が何時でも来て頂ける様、
和やかな雰囲気を作る様努めている。
⑤携わっていません。

一人ひとりの交友関係や生活歴・本人の
日々の会話の中でその人を把握し、手紙等
を支援したりしている。ホーム近くに自宅が
ある利用者も、少し遠回りして散歩を楽しむ
ことで、馴染みの人が手を振り挨拶してくれ、
本人も喜んでいる。

①仲良し同士が過ごせる様配慮したり世話
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

①仲良し同士が過ごせる様配慮したり世話
役の人の力を発揮出来る場面作りを支援
し、良い関係を支援している。
②毎日の積み重ねの中で支え合える様、時
には仲に入り支援している。
③孤立のない様職員は目配り気配り心くば
りをしている。
④仲良し同士楽しく過ごして頂ける様影か
ら見守ったり孤立している方には職員が」交
わり他も利用者様と過ごせるよう心がけて
います。
⑤利用者様同士の関係をよく観察し一人一
人が孤立しないよう職員が間に入る等して
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

①最近は関わる事も少ないが亡くなられた
方のお墓参りに出かけたりはしているが、
電話等で相談を受けた時は支援を行ってい
る。
②携わっていません。
③携わっていませんがリーダーが行ってい
る事で報告を受けています。
④自分自身は係わっていませんがリーダー
が気配りをし手紙や電話でで連絡をとって
おられ報告を聞いています。
⑤携わっていません。

①職員間での情報の共有する事で希望に
繋がるケアをしている。困難な場合、ミー
ティングで検討し、家族に呼びかけたりして
いる。職員で常に検討し希望に添える様に
努力している。
②傾聴する事によりその人の思いをキャッ
チ出来る様心がけている。
③利用者様の気持ちをつかみ安心して暮ら
して貰う。
④職員の間で情報を交換し本人の希望に
添えるよう心がけている。解らない事はリー
ダーに相談する。
⑤傾聴の姿勢で利用者と接したり職員間で
話合う等している。

職員は、利用者一人ひとりに向き合い、言語
のほか、目と目で会話し、その中から利用者
の思いを汲み取ながらケアを実践するように
努めている。利用者はとても明るく、日々の
満足度が伺える。

①アセスメントを作成しホームでの生活を支
援出来る様職員間で把握している。新人職
員には細かく説明し
②その人らしい生活望む生活が出来る様に
心がけている
③どのような生活をされて来たのを把握し
会話し生活の中で活かしていきたい。
④入所前の面談で情報収集したシートがあ
るので目を通し把握して職員同士情報交換
し楽しく過ごして頂ける様心がけている。
⑤過去の生活歴や日々の観察や会話職員
間の話し合い等により把握するように努め
ている。 9/22ページ



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

①見守りながら自由にその人らしい生活が送れ
るよう支援し、意図的に引き出す取り組みを行い
自己決定出来る様に支援している。
②体調の変化変化は職員同士共有し観察に努
めている。
③利用者様が出来る力を活かせるよう疲れが出
ない程度の作業が出来心身状態を見逃さない
様にする。
④記録を読みどのように一日を過ごされたか確
認したり散歩レク体操等生活のリズムを整えて
います。
⑤日々の生活をよく観察する。職員間で話し合う
ようにしている。

①ニーズに合わせた介護計画を作成し職員間
で協議を繰り返し反映している。
②本人家族の希望を聞き入れながら生活の向
上が出来る様にしていく。
③毎月のミーティングにおき利用者様家族様が
必要とされるケアプランを作成している。
④ミーティングの場で一人一人のニーズに合わ
せ話し合い作成している。
⑤携わってはいませんがミーティングを定期的
に行いその中で意見を伝えるようにしている。

家族の要望を基に、担当者がアセスメントを
行い、カンファレンスで話し合い、それを担当
者が要約し、計画作成担当者が計画書を作
成し、3ヶ月で定期的に評価している。変化
がある時には、随時計画書を作成し対応し
ている。

①問題を把握し共有、記録にはプランにはエピ
ソードを記入したり身体的問題を具体的に記入
している。プランに反映させ見直しに活かしてい
る。
②その方の問題を知り今後の介護計画にいかし
ている。
③生活記録の毎日の記入と職員との報告、連
絡、相談を蜜にしている。
④問題点が出ると様子を見て大きくなる前に緊
急に話し合い解決策を考えている。
⑤職員間で話し合い、申し送り等で情報共有し
ている。

①家族と話合いの中で対応策を考え柔軟に支
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

①家族と話合いの中で対応策を考え柔軟に支
援出来る様に説明してある。交流先のリーダー
とも情報交換を行っている。
②浅井の小規模多機能を受け入れ行き来の交
流を持っている。
③利用者様が望まれる事を無理のない限り要望
に取り組む。
④同じグループの機能を利用していく事は聞い
ている。
⑤業務の枠にとらわれず、その時々に利用者に
望む事を行うようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

1

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

①市の活動状況に合わせ検討をするが難
しいものがある。利用者様の力量に基ずき
ボランティアの先生にお願いしている。
②③④⑤手芸・習字のボランティアの先生
の支援も頂いている。

①入居時に家族と話し合い受診する医療機
関を個別に決め、ホームのかかりつけ医に
も気軽に相談出来る様支援している。家族
とは蜜に連絡を取り合っている。
②③④⑤ホームドクターはいるが家族の希
望がある時は連絡をとりながら医療を受け
る様にしている。

発熱時には、家族に連絡、基本的に家族が
かかりつけ医に受診するが、家族が行けな
いときには職員が対応している。ホームの嘱
託医も連絡すると直ぐに往診してくれるな
ど、利用者は適切な医療が受けれるように
支援をている。

①看護士も共に生活し様子を観察し理解し
て貰い好い関係の中で相談し支援体制を
行っている。
②看護士に些細な質問をしたり少しの変化
を聞くようにしています。
③毎日の食事量飲水量排泄バイタルを記
録に残し提出してアドバイスを貰っている。
④現状を報告し変化が見られれば指示を
頂き相談にものって頂いている。
⑤携わっていません。

①見舞いを活用し早期退院に向けて病院
職員と話し合い退院後の受け入れを円滑に
出来る様家族と協力しながら行っている。
②④⑤携わっていません。
③携わっていませんがお見舞いに入ったり
している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

①家族の意向を尊重し今後の方針を話
合っている。職員間でも話し合い、共有出
来る様にしている。
②終末期の利用はないが報告連絡を心が
けています。
③④⑤携わっていません。

入居時に、重度化について、ホームの方針
を家族に説明している。重度化になった場合
は家族の協力を得て、何度も段階的に話し
合い、ホームで出来る限りのケアの実践を
提供している。また、職員の精神的な面にも
配慮している。

ターミナルケアに関しては、家族の協
力が得られる事が条件になる。家族
の協力関係を築きながら、引き続き
検討されたい｡

①日頃より身体状態の急変に備え慌てない
様指導はしている。新人は危機感がなく、よ
り多くの学ぶ機会を作りたいと思っている。
②勉強会で勉強する機会を頂きすぐに対処
出来る様にしている。
③マニュアルがあり、職員間での練習、救
急対応の研修に参加している。
④不定期ではあるがミーティングや勉強会
が行われている　⑤定期的な研修やミー
ティング日々の指導の中で学びつづけてい
る。

①災害時の具体策は管理者と話合ってい
る。家族の方にも訓練の様子を話しリスク
のある方の対応策や方針を伝えている。
②避難訓練を行いどの職員でも対応出来
る様にしている。
③避難訓練訓練を利用して貰い実施してい
る。
④定期的に訓練を行っている。報告書を作
成している。
⑤定期的に防災訓練を行っている。

年2回避難訓練を行っている。夜間想定や地
域の防災訓練にも参加し、訓練が終わるた
びに反省点や改善点について職員等で話し
合いを行っている。ホームの造りから、避難
場所になることも考えた対策をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

①個々に合わせ対応し自信を保ち続けて
頂ける様職員間での話し合いを持つ機会も
多い。プライドを傷つけないような言葉かけ
を指導している。
②一人一人に合った言葉がけをし対応出
来る様にしています。
③利用者様の尊厳を大切にする。
④自己決定を大切にし不愉快な思いをさせ
ないよう心かけている。又個人個人尊重し
否定しないよう声かけに気を配っています。
⑤目上の人人生の大先輩として接してい
る。

プライバーに関して職員に研修で周知してい
る。ドアのノックやトイレ等に誘うときの声か
けなど、細かい部分に気をつけるように日々
徹底されている。さらに、フロアでは大声で
話をしない。利用者に叫ばない等､注意して
いる｡

①自己決定を大切にし職員は表情等で観
察する力は身につけている。常に相手の立
場に立ち気持ちをくみ取り支援している。
「主体は利用者である」基本を大切にしてい
る。
②利用者様とのコミニケーションンを大切に
し気持をくみ取り援助助言出来る様にして
います。
③利用者様の希望を重要視し外出の機会
を作っている。
④ご本人がどうしたいのか何を望んでいる
か自然体の中で組み応じられるよう支援す
る。
⑤こちから何々しましょう～ではなく何々す
るから手伝って、と言って頂ける様に努力し
ている。

①見守りながら自由にその人らしい生活が
送れるよう支援し満足感のある生活を送っ
て頂いている。
②個々のペースにその方らしい生活が送れ
るようにしている。
③一人一人の性格人格を元に楽しい生活
が送れるように努めている。
④自由に伸び伸びとその日その日を退屈さ
せず充実した生活を送れるよう見守りなが
ら影武者となり支援する。
⑤利用者様のペースに合わせて生活でき
る様に支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

①家族にも説明しお洒落が出来る様支援し
ている。女性らしく場面に合わせ利用者様
の好みを大切にした支援を行っている。
②その方が好む服装や理髪されるようにし
ています。
③化粧を勧めたり洋服の着こなしに気配り
している。
④洋服の色の組み合わせを助言したり一
緒に選んだりしている。その場に応じて口
紅だけでもつけて頂く。
⑤服にこだわりを持つ利用者様は自ら手洗
いで洗濯している。

①自然体で接し教わる場面も多く作り出してい
る。日常化され利用者は活き活きとされ喜びに
繋がっている。
②個々の好みを知り食べて頂いたり一緒に献立
を考え楽しめる様に心がけています。
③利用者様と一緒に献立を考える。共に調理か
た付けを共有している。
④一緒にメニューを立てたり買い物に行って食
材を選んだり味付けをしたり・・・と食べるだけで
はなく準備段階から楽しみを増やしている。
⑤利用者様の好みなどを把握し食材選びの段
階から共に買い物に行き選ぶなどしている。

頂いた野菜を見てもらい、どんな料理にする
か具体的にメニューを決めたり、一緒に買い
物に行っている。副食も個々に合わせ柔ら
かくしたり、嗜好にあわせた工夫している。
片付けや調理にも利用者が参加し、生き生
きとしている。

①
②体調、病気を把握した献立に心がけ水分
は何時でも飲んで頂けるよにしています。
③毎日の食事摂取水分量の記録体重測定
をして健康管理のチェックをしている。
④その人に応じて普通食又は軟らかめにし
て提供している又摂取量を記入し水分補給
を行っている栄養バランスが偏らない様献
立の工夫をしている。
⑤歯がない方には目立たぬよう隠し包丁を
入れる等食が進むよう支援している。

①毎食後のケアは実施されている。誤嚥になら
ない様体操時に舌の運動を取り入れ防いでい
る。個人の力に合わせている。
②食後の口腔ケアに誘導し心よく行って頂ける
様心かけています。
③食後の口腔ケアの声かけも徹底している。
④毎食後の口腔ケアを見守り介助し徹底して
行っている。
⑤適切な声かけ自立して出来ない方には介助を
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

⑤適切な声かけ自立して出来ない方には介助を
行うようしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

①下着着用を出来る様支援し、尊厳を大切にし
ている。　個々に合わせ支援しパターンの把握
はされている。
②見守りが中心であるが個々の排泄状況を把
握し支援しています。
③時には失禁されるが傷つけないよう声かけし
ている。
④排泄チェック表をつけパターンを知り快適に過
ごして頂ける様声かけ誘導介助している。間に
合わず汚れてしまった時は自尊心を傷つけない
様速やかに交換する。
⑤利用者様の排泄のパターンを把握しトイレで
の排泄でのために誘導などの支援を行ってい
る。

必要に応じて排泄チェック表を作成、個別対
応することで、トイレでの排泄を支援してい
る。それによってオムツから布パンツに変更
出来た利用者もいる。弄便行為の利用者の
日々の様子から、要望をかなえることで不潔
行為がなくなっている。

①予防策を常に検討し食材や運動で支援してい
る。
②食事水分量に気をつけ適度の運動をして頂け
る様にしています。
③一人一人の排泄を把握し便秘気味の方には
飲食物に工夫をしている。
④通じに良い野菜を取り入れたり水分を多く取っ
ていただいたり予防している。又運動も行ってい
る。
⑤水分摂取量適度な運動食事のない様等便秘
の予防総合的に取り組んでいる。

①楽しんで頂いている。拒否も減り、個人の希望
に沿う様支援している。
②仲の良い方同士で入って頂いたり心地よく入
浴出来る様にしています。
③入浴を希望される方には入浴以外にも入浴し
て頂いている。
④仲良し同士でされたい方一人で入浴されたい
方など本人の希望の沿って施行している。
⑤定期的な入浴以外に入浴したいと言われる利
用者様にはその都度入浴して頂いている。

1階、2階と別の曜日に各階が入浴して、利
用者は毎日どちらかの階で入浴することが
出来る。仲良しでも入ることが出来るほか、
温泉やスーパー銭湯などに出かけ温泉浴を
楽しむこともあり、利用者は楽しんで入浴が
出来ている。

①個々の状態を把握した動きは出来ている。あ
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

まり変化のない様に努めている。
②個々の生活ペースを知りゆっくりと眠れるよう
にしています。
③部屋の空調の管理をし部屋も過ごしやすい状
態に保ち安眠出るよう提供している。
④自室で休まれる方ソファーで休まれる方など
どの時のご本人の意思にて休んでいただいてい
る。
⑤利用者様の睡眠パターンを把握し居室の温
度調整を行う等をし気持ちよく眠れるよう支援し
ている。

①職員は理解し、状況の変化を見逃さない
様指導している
②飲まれている薬を把握し体調の変化を見
落とさないようにしています。
③薬剤情報を見て日常変化に気をつけて
いる
④薬剤情報には目を通すいつでも見られる
ようにしてある体調に異変がある時は報告
をし指示を受けている。
⑤服薬管理を行い日々観察をする事になっ
ている。

①個々に合わせ支援している。力を発揮出
来る様常に検討している。
②好きなことを知り出来る事はして頂ける様
に支援しています。
③一人一人に合う生活支援に協力し外出コ
ミュ二ケーションに携わっている。
④各自趣味を活かし楽しまれている。習字
音楽手芸等。又個別で外出する事がある。
⑤散歩、歌買い物など利用者様がそれぞ
れやりたい事を行える様支援している。

①家族の協力で外泊の機会も増えてきてい
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

①家族の協力で外泊の機会も増えてきてい
るが、本人の本当の希望に沿った外出が出
来る様に職員間で話し合うが現状は厳しい
のが悩みである。
②散歩や外出等個々の希望に合わせるよ
うにしています
③気分転換での外出家族と外出にも気配り
している
④買い物や喫茶店ドライブ等の支援を心か
けている。本人の希望が」あれば直ぐにで
も配慮出来る様配慮されている。
⑤定期的に外出に機会を設けて外出する
ようにしている。

毎日の散歩や、週１回のモーニング、誕生日会は
希望に応じて出かけている。最近では、個別での
外出で映画に職員と二人で出かけたり、近所の
喫茶店に出かけたりしている。外出を好まない利
用者には、無理をせず本人に任せるようにしてい
るが声はかけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50  ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

①買い物や外出時には会計をお願いして支援し
ている。場面に合わせている。管理できない方
は家族に報告させて頂いている。
②利用者様の力に合わせて支援させて頂いて
います。
③お金は施設で管理しているが買い物には同行
し好きな物を購入してもらい職員が見守ってい
る。
④個人の財布があるので希望があれば購入出
るようにしてあります。外出先背は財布を渡し
払って貰う様にしています。
⑤買い物時会計をお願いなどしている。

①出来る限り自筆で家族の方に手紙を書いて頂
いたり、活動状況に合わせ他の方に招待状やお
礼状を書いて頂いている。
②行事手紙等書ける方は自分で書けるようにし
ています。
③公衆電話が設置してあり好きな時に電話をし
て貰いはがき等書いて貰っている。
④行事の中で手紙を書くことがあるので出来る
限り書いて頂く。公衆電話があるのでいつでもか
けられる様声かける。
⑤電話に関しては何時でも利用可能になってい
る。

①それぞれにくつろげる空間になっており自分
の居場所を確保され一人でくつろげる空間もる。
②共有フロアーは落ち着いて過ごして頂ける様
にしています。
③四季の花など花壇、花瓶に施し共用の空間の
掃除徹底している。
④フロアーにはゆったりとくつろげるようソファー
テレビが置かれリラックスされている。又季節に
応じて花が置かれたり置物が置かれている。
⑤日々環境整備に努めている。

リビングは広く、窓が大きく明るい。利用者が
ソファーや気にいっている場所で、のんびり
過ごす事ができる。外出時の写真や利用者
の作品が飾ってある。さらに、トイレのペー
パーホルダーもユニバーサルデザインに
なっており、細かい配慮がある。

①気の合う方同士でくつろげる居場所がある。
②仲間同士楽しく過ごして頂ける様写真等を
貼っています。
③ベランダに机椅子を置いている。フロアーには
ソファーを並べ気軽に話せる場所作りをしてい
る。
④テレビを見たりカセットを着たり一人一人過ご
しています。
⑤居室に仲の良い利用者様を招き会話を楽しん
でいる利用者様が多い。 20/22ページ



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

①混乱が起きない様環境は整えている。自
立した生活が出来ている。
②個々を理解しその人らしい生活をして頂
ける様支援しています。
③安全バーの設置居室に表札を掲げ自分
の部屋を認識出来る様にしている。
④ローカには手すりがつけられ安全に異動
できる。段差がないので自由に歩きまわら
れている。
⑤日々環境整備に努めている。

①家族の話し合いの中で本人らしく生活し
自宅の延長の雰囲気を演出して頂ける様
にお願いしているが全ての人ではない。
個々でくつろげる様配慮している。
②居室は個々に合った空間で落ち着いて
頂けるように工夫しています。
③利用者様の馴染みの家具を置き落ち着
いて頂く。
④入所される時に新しく購入しもって見える
方ご自分で作られた洋服を持ってこられ気
に入って着て見えます。
⑤日々環境整備に努めている。

居室は、利用者の好みに合わせてベットや
家具を配置して、見た目に個性が出ている。
また、利用者は仏壇や家族の写真等を置
き、綺麗に片付けもされている。掃除等、居
室の管理は利用者が、本人で行っている｡
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　（別紙４（２）） 事業所名 チアフル友明かり

目標達成計画 作成日：　平成　２１　　年　９　月　１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1 45

入浴時の順番で必ず文句を言われ
不穏になる方がおられる（Ｏ様）。
犠牲になっている女性利用者様に
対して気持ちよく入浴して頂きたい。
（Ｔ様）

毎回ではなくとも気分よく入浴して
頂く。週4回の入浴の内、１～２回
は行えるように配慮。

担当を決めＯ様に外出して頂き、時間
を設けＴ様に入浴して頂く。Ｔ様は入浴
した事は忘れられてもその日は気分
が良い。

ヶ月

2 51

レベル低下に伴い、手紙を書いたり
される機会が減ってきている。

書く機会を増やす。 一日の出来事や外出した事などを初
めにチラシ等の裏から簡単に書き始め
て頂き自信をつけて頂きながらノート
等に書いて頂く。

ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


